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や腹方へ向かって細長く，鋭く伸長している．その
長さは跗節第 3節の突出部よりもわずかに長い．表
面は浅く粗い網目状の印刻に被われている．爪の基
部は広がっているが，2本の爪の境界部は前後で対
称的ではなく，前方の爪基部が拡大して，後方の爪
基部を覆っているように見える．後方の爪は小さく，
前方の爪の半分程度の長さ．先端へ向かって細まり，
腹方へ湾曲する．先端は鋭くとがる．

考察
本種 ♂の中脚跗節の奇怪な構造は，5節の環節

と前後の爪からなる跗節において，第 3～ 5節背
面が異常な形に伸長し，また前後の爪が非対称な
形に発達したことによる．なぜこの種だけがその
ような形に変化したのか，なぜ ♂だけが変化した
のか，なぜそのような形になったのか，ある程度
推測ができそうな材料は何もなく，現時点では皆
目見当もつかない．
このような原因の解明のためには，さらなる採
集記録ばかりでなく，生態的知見の集積が必要だ
が，残念ながら現時点では本種は，北海道におい
ても希少種の一つと言わざるを得ないほどであり，
生態的知見には非常に乏しい．今後の本種に関す
る採集例，観察例の蓄積に期待したい．
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【短報】コガタガムシを種子島で採集
コガタガムシ Hydrophilus bilineatus cashimirensis 

Redtenbacher，1892 は本州，四国，九州から琉球
列島にかけて分布が知られているが，種子島に
おける記録は確認できなかった（東，2002；松
井，1988；松井，2003；松井ほか，1988；大坪，
2013）．筆者は種子島を訪れた際に採集しているこ
とから，本島から
の初記録として報
告する．

1ex., 鹿 児 島 県
熊毛郡中種子町坂
井 , 2. I. 2013， 下
野誠之採集・保管
（図１）．
採集地は島の東
側に位置し，県道
75号に面した田で
ある．田には水が
張られていなかっ
たが背後の山林か
ら染み出た水が流

入し，その水は畔に沿って設けられた浅い素掘り
の溝によって道路側溝へと誘導されていた．採集
した個体は，落葉や浮遊性の水生シダ等によって
流れが堰き止められた箇所をタモ網で掬っていた
ところ，網内に入ったものである．
報告にあたり，愛媛大学ミュージアムの吉富博

之氏からは種子島における本種の分布記録や文献
について，久留米市の今坂正一氏からは近年の情
報と文献をご教示いただいた．厚くお礼を申しあ
げる．
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